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1章 はじめに

｢石綿に関する労災認定等情報及び統計処理ツール 操作手引書｣(以下 ｢本手引｣という)は､｢石綿に

関する労災認定等情報及び統計処理ツール｣(以下 ｢本ツール｣という)の操作方法等について説明していま

す｡

本ツールでは､石綿による疾病にかかる処理経過簿等 (以下 ｢処理経過簿等｣という)の作成について､

以下を目的としています｡

(1)処理経過簿等の入力内容について､自動的に相互チェックを行うことにより､入力誤りを低減する

(2)石綿による疾病にかかる未処理事案の把握について容易にする

(3)石綿ぱく露作業による労災認定等事業場一覧による公表情報の精査作業について､作業を容易にす

る
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2章 仲業の概要

作業全体の流れを以下に示します｡本ツールを使用する作業については､本手引の対応する章番号を記載

していますので､具体的な操作方法等については､当該章をご参照ください｡
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3章 処理経過簿の作成

3.1 業務流れ図

療養 .休養 ･遺族 ･特別遺族請求情報

凸
施蒙隼 .享泰廼i i i)把痘

療養 ･休養 ･遺族 ･特別遺族決定情報

凸

7



3.2 処理経過簿の作成に係る画面遷移図



3.3 画面説明

3.3.1 メ二ユエ
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3.3.2 新規追加検索結果画面
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<処理概要>

(1)石綿による疾病に係る労災保険給付､特別遺族給付金の請求情報を新規登録するo

(2)処理経過簿画面_検索結果より選択した登録済みの請求情報の閲覧､訂正､削除､決定情報の登録､

閲覧､訂正､削除を行うo

<入力規則>

1 給付種別 - ラジオ 労災法､救済法のどちらかを選択

2 処理区分 - ラジオ 請求情報､決定情報のどちらかを選択

3 署名 - 選択 事案の管轄署を入力する 請求

4 労働者姓 (カナ) 20 全文 被災労働者氏名 (カナ)を入力 (5.漢字入力により自動)労働者名 (カナ) 20 全文

5 労働者姓 (漢字) 10 全文 被災労働者氏名を漢字で入力する
労働者名 (漢字) 10 全文

6 生年月日 (年号) - 選択 被災労働者生年月日を入力する
生年月日 (年) 2 半数

生年月日 (月) 2 半数/選択
生年月日 (日) 2 半数/選択

7 性別 - ラジオ 男､女のどちらかを選択

8 発症年月日 (年号) - 選択 発症年月日を入力する
発症年月日 (年) 2 半数

発症年月日 (月) 2 半数/選択
発症年月日 (日) 2 半数/選択

9 事業場不明 選択 以下の場合に ｢不明｣を入力するア､労働者が死亡した後､遺族から労災請求された事案及び特別遺族給付金支給決定事案であって､最終ぱく露事業場の情報が入手できず､特定できなかった場合イ 事業場が廃止された後､長期間経過後の発病のため､最終ぱく露事業場が特定できなかった場合ウ 建設現場等複数のぱく露作業に従事していたため､長期間経過した時点においては､最終ぱく露事業場の特定が困難であった場合 決定

10 特別加入 選択 最終ぱく露事業場が下記に該当する場合､入力する01 中小事業主等 (第1種特別加入者)2-人親方及び特定作業従事者 (第2種特別加入者)3 海外派遣者 (第3種特別加入者)

ll 最終ぱく露時の業種 選択 最終ぱく露当時の事業場の業種について､現在の労災保険適用事業細目における事業の種類の番早(2桁の業種コード)を入力する
12 最終ぱく露時の職種 - 全文 最終ぱく露当時の職種について入力する



14 請求時疾病名 選択 保険給付の種類等 (※)にかかわらず､被災労働者に係る最も早い請求の疾病名について､以下に注意して入力するア 石綿肺に合併した肺がんについては､｢石綿肺｣を入力するイ 良性石綿胸水とぴまん性胸膜肥厚が同時に提出された場創 羊は､ぴまん性胸膜肥厚を入力するウ 救済法については､請求時に疾病名の記載が必要ないことから､入力を要しない 請求

15 決定時疾病名 p選択 保険給付の種類等にかかわらず､被炎労働者に係る最も早い決定の疾病名について入力する 決定

16 決定時疾病名(変更後) 選択 初回決定が遺族 (特別遺族)給付以外で､その後の遺族 (特別遺族)決定時に疾病名が変更となった場合変更に入力する -

17 療養請求年月日 (年号) 選択 保険給付の種類ごとに､最も早い請求の年月日について入力する 請求

療養請求年月日 (年) 2 半数

療養請求年月日 (月) 2 半数/選択
療養請求年月日 (日) 2 半数/選択

18 休業請求年月日 (年号) 選択休業請求年月日 (年) 2 半数

休業請求年月日 (月) 2 半数/選択
休業請求年月日 (日) 2 半数/選択

19 遺族請求年月日 (年早) 選択遺族請求年月日 (年) 2 半数

遺族請求年月日 (月) 2 半数/選択
遺族請求年月日 (日) 2 半数/選択

20 療養決定年月日 (年早) 選択 保険給付の種類ごとに､最も早い決定の年月日について入力する取下げの場合は､取下げ年月日を入力する ･決定

療養決定年月日 (年) 2 半数

療養決定年月日 (月) 2 半数/選択
療養決定年月日 (日) 2 半数/選択

21 休業決定年月日 (年早) 選択休業決定年月日 (年) 2 半数

休業決定年月日 (月) 2 半数/選択
休業決定年月日 (日) 2 半数/選択

22 遺族決定年月日 (年早) 選択遺族決定年月日 (年) 2′ 半数
遺族決定年月日 (月) 2 半数/選択
遺族決定年月日 (日) 2 半数/選択

※ ここでいう保険給付の種類等とは､療養 (療養補償､療養の費用)､休業 (休業補償)､遺族 (遺族補償､

葬祭料)および救済法 (特別遺族給付)のことをいう

12



24 救済法請求年月日(年早) 選択 救済法について､最も早い請求の年月日について入力する 請求

救済法請求年月日(年) 2 半数

救済法請求年月日(月) 2 半数/選択

救済法請求年月日(日) 2 半数/選択

25 救済法決定年月日(年早) 選択 救済法について､最も早い決定の年月日について入力する取下げの場合は､取下げ年月日を入力する 決定

救済法決定年月日(年) 2 半数

救済法決定年月日(月) 2 半数/選択

救済法決定年月日(日) 2 半数/選択

26 死亡年月日 (年号) - 選択 遺族および救済法について､死亡年月日を入力する 請求

死亡年月日 (年) 2 半数

死亡年月日 (月) 2 半数/選択
死亡年月日 (日) 2 半数/選択

27 業務上外等 選択 下記について入力するなお､｢4 回送済み｣は､請求を受理したが最終ぱく露事業場の管轄署が他署であったため､当該管轄署に回送となった場合に入力する01 業務上2 業務外3 取下げ4 回送済み 決定

28 業務.外の理由 選択 項番27の業務上外等が ｢2 業務外｣の場合入力する不支給の理由が複数該当する場合は､次の選択順位の考え方に従い､一つを選択する(選択順位)1 労働者性がない2 病理診断の結果中皮腫でないと判断されたもの3 対象疾病外であるもの4 石綿ぱく露作業歴がない5 石綿ぱく露作業歴が不足6 医学的資料がない7 石綿が原因と認定できないもの (医学的所見なし)99 その他理由
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30 医学的所見 選択 項番27の業務上外等が ｢1 業務上｣の場合入力する1 石綿肺所見あり2 胸膜プラークあり3 石綿小体 .繊維あり4 石綿肺所見､胸膜プラ-クあり5石綿肺所見､石綿小体 .繊維あり6 胸膜プラーク､石綿小体 ,繊維あり7 石綿肺所見､胸膜プラーク､石綿小体 .鰭維あり8 その他医学的所見あり9 医学的所見なし､所見必要なし､資料なし 決定
31 ぱく露作業開始年月(年号) 選択 調査実施要領における作業歴調査票の作業歴情報等から入力する○なお､ぱく露作業開始から､
ぱく露作業開始年月 2 半数

(年) ぱく露作業終了までの間に､中断期間があつても差し支えないo
ぱく露作業開始年月 2 半数/選択

(月) ｢ぱく露作業開始.終了年月(年号)(年)(月)｣の形式で入力できない場合は､｢ぱく霧作業開
ぱく霧作業開始年月 10 全文

(自由入力) 始 .終了年月 (自由入力)｣欄に入力するなお､ぱく露開始時期は､被災労働者が初めて石綿ぱく露作業に従事した時期を把握するた

32 ぱく露作業終了年月(年号) 選択
ぱく露作業終了年月 2 半数

(年) め､事実認定したぱく露時期より前のぱく露が疑われる場合には､その旨を備考に入力するこ
ぱく露作業終了年月 2 半数/選択
く月) と

ぱく露作業終了年月(自由入力)- 10 全文

作業従事期間 (月) 2 半数/選択

作業従事期間 (自由入力) 10 全文

34 審査請求等 25 選択 . 当初 ｢不支給決定｣したものが審査請求等により原処分を取消し､｢支給決定｣を行ったものについて入力する(本欄の入力は項番27の業務上外等を｢2業務外Jから ｢1 業務上｣に修正した上で行うこと)1 審査請求2 再審査請求3 訴訟4 日庁取消

35 審査請求等決定年月日 (年号) 選択 審査請求等により原処分を取消し､｢支給決定｣を行った年月日について入力する

審査請求等決定年月日 (年) 2 半数

審査請求等決定年月日 (月) 2 半数/選択

審査請求等決定年月日 (日) 2 半数/選択
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36 審査請求等により行った一番早い支給決定が遺族 (補償)給付に係るもの チェック_ 審査請求等により行った一番早い支給決定が遺族 (補償)給付に係るものについて入力する○なお､本欄に入力を行うと､事業場公表に係る認定者別リスト等の ｢うち死亡｣欄に1件として計上される○

37 回送年月日 (年号) - 選択 項香27の業務上外等が ｢4 回送済みJの場合入力する 決定

回送年月日 (年) 2 半数

回送年月日 (月) 2 半数/選択
･回送年月日 (日) 2 半数′選択

38 回送元局署 - 選択

39 回送先局署 - 選択

40 備考 255 全文 以下の例を参考に特記すべき事項を入力する(例)他の事業におけるぱく露歴を〇〇年から有するく例)当初じん肺で療養していたが､〇〇年から中皮腫で療養

41 公表対象年度より前に認定した事案で､事業場公表を行うもの チェック 本ツールでは､公表対象年度以外の認定者については事業場公表の対象とならない仕様となっているため､公表対象年度以前に認定した事案で､事業場公表を行うものについては本欄に入力するなお事業場公表の対象となっているか確認する場合は､認定者別リスト等を作成して､直接記載の有無について確認すること

<ボタン>

1 事業場一覧 事業場情報の登録等を行う場合､事業場一覧画面-遷移する

2 登録 請求情報の新規登録する
登録済みの請求 .決定情報の修正登録を行う

3 削除 登録済みの請求 .決定情報の削除を行う

~4 キャンセル [登録]【削除]ボタンクリックにより､表示される登録および削除を中止する場合にクリックし､[登録][削除]ボタンクリック

前の画面に戻る

5 戻る メニューから遷移した場合はメニューへ遷移する処理経過簿画面ー検索結果より遷移した場合は処理経過簿画面_検索結果へ遷
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3.3.3 事業場管理簿
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. 局名享

労執楳執着号.与: 戸町 ~=

･専業準名;令) .L ･F当時の革薫碍:..

嚢印 不的趨由)こ し ._,_._...貨王

･享..-.:席 琴 回等結男顔 一 一- 丁-⊥÷---⊥-

巨 現在細 軌 由 ニ (+)トー1一一一一一, "一一一一.一.一一.I_一一一一一一._ゴ

…-.能 事項: ; (I)

｢ 偉考粗 f

i 章票暢達絶対丁臥 し. i

呈 事業場湘 先榊 X)こ .! t Z

… 担当者朗 :. L_¶_I.一一一一_I,,,_一一,I.一 一

If=;▼

<処理概要>

(1)事業場情報の新規登録を行う

(2)登録済みの事業場情報の修正を行う
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<入力規則>

1 グループ番号 6 半数 グループ化 (※)する事業場について共通のグループ番号を､以下に注意して入力するア グループ番号は局ごとに振り出す番号であるが､局署が同じ､同一の事業場についてのみグループ化することイ グループ番号 ｢00000｣はグループなしということであり､｢00000｣グループではない.ウ 新たなグループ番号を使用してグループ化する際には､あらかじめ当該グループ番号で事業場を検索するなどして､既存のグループと誤ってグループ化しないように､注意すること ･決定
2. 労働保険番号 12 半数 事業場の労働保険番号を入力する
労働保険番号枝番 3 半数 事業場の労働保険番号枝番を入力する

3 事業場名 100 全文 事業場名について､以下に注意して入力するoア 現在すでに当該事業場が廃止されている場合でも､当該事業場が最終ぱく露事業場と認められるものは入力することイ 事業場の名称が､認定者が最終ぱく露作業に従事した当時の名称から変更されている場合は､現在の事業場 (※)についても別途入力することウ 新たに事業場を登録する際には､あらかじめ事業場名等で検索するなどして､既存の事業場と重複して登録しないようすること

4 現在の事業場 チェック 現在の事業場の場合､入力する(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)

5 法人名 12 半数 最終ぱく露事業場は事業場廃止しているが､法人 (債権債務を継承している名称が異なる法人を含む)が存在する場合､当該法人名を入力する(例)A工業㈱のB工場は廃止されたが､A工業㈱自身は法人として他の場所で存在している場合A工業㈱と入力する(例)C造船㈱D工場が廃止され､法人は名称変更してE㈱となっている場合は､E㈱と入力する

※ グループとは､事業場名等が変更になった同一の事業場を纏めたものである｡

また､グループ化とは､同一の事業場と認められる事業場情弓削こ､共通のグループ番号を付することを

いう｡

グループ化する事業場の詳細については､5.4.2の ｢事業場のグループ化｣を参照
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※ 現在の事業場とは､最終ぱく露事業場が現在も存続している場合は､現在､存続している当該事業場を

指し､また､事業場廃止している場合には､事業場廃止した際の事業場を指す｡

支給決定時の事業場と現在の事業場は､一致している場合がほとんどであると考えられるが､支給決定

後に当該事業場が名称等を変更する場合もありえるため､慎重に確認すること｡

7 事業場所在地 100 全文 事業場の所在地について､以下に注意して入力するア 所在地は､ ｢丁目｣､ ｢番地｣､ ｢号｣まですべて入力するイ 事業場廃止の場合は､廃止した当時の事業場所在地を入力する事業場廃止後､示町村の合併等により所在地の表記が変更されたとしても､廃止した当時の表記の事業場所在地を入力するウ 事業場の所在地が､認定者が最終ぱく露作業に従事した当時の所在地から変更されている場合は､現在の事業場について別途入力するエ 造船業等の構内下請である場合であつても､○○会社㈱構内等といった表記については差し控え､所在地の表記のみを入力すること○オ 建設業であって､最終ぱく露作業を行った現場が明らかである場合で､当該現場において有期事業として労働保険を成立している場合は､,現場の所在地を入力し､その他最終ぱく露作業を行った現場が不明である場合等については事務所の所在地を入力するo 決定

8 事業場の主たる業種 選択 最終ぱく露当時の事業場の業種について､現在の労災保険適用事業細目における事業の種類の番号 (2桁の業種コー ド)を入力する事業場に別業種の認定者が複数存在する場合は､認定者数の多いほうを主たる業種とする

9 事業場不明理由 選択 事業場不明として当該事業場を公表対象としない場合､入力する (※)1 出張作業も含めて石綿ぱく露作業 (間接的な石綿ぱく露を受ける作業を含む)はなかった2 労災保険適用がある最終石綿ぱく露事業場ではなかった3 その他

10 石綿取扱い開始年月.(年号) - 選択 現在の事業場の場合､確認票回答内容に基づいて入力する(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場 確認票回
石綿取扱い開始年月(年) 2 半数

合を含む) 答内容の

石綿取扱い開始年月(月) 2 半数/選択

(年号)(年)(月)の形式で入力できない場合は､｢石綿取扱い開始年月 (入力)J欄に入力する 登録

※ 新規追加検索結果画面の事業場不明と事業場管理簿の事業場不明理由の相違点は､前者は最終ぱく露事

業場が特定できなかった場合であり､後者は､事業場は特定できているが､公表対象としない場合に選択

することとしている｡

18



ll 石綿取扱い終了年月(年号) - 半数/選択 現在の事業場の場合､確認票回答内容に基づいて入力する EOO1EO49EO87

石綿取扱い終了年月 2 半数

(年) (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)
石綿取扱い終了年月 2 半数/選択

(月) (年号)(年)(月)の形式で入力できない場合は､｢石綿取扱い終了年月(入力)｣細に入力する

12 石綿取扱い期間(年) 2 半数 現在の事業場の場合､確認票回答内容に基づいて入力する(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む) 確認票回答内容の登録

石綿取扱い期間(月) 2 半数/選択

石綿取扱い期間 10 全文

(入力) (年)(月)の形式で入力できない場合は､｢石綿取扱い期間(入力)｣欄に入力する

13 現在の取扱い状況 選択 現在の事業場の場合､確認票回答内容に基づいて入力する(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)11 取扱いなし12 取扱いあり22 その他23 事業場廃止

14 事業場廃止年月(年早) - 選択 項番13の現在の取扱い状況が｢23 事業場廃止｣の場合､入力する事業場廃止年月(年) 2 半数

事業場廃止年月(月) 2 半数/選択

15 特記事項 255 全文 現在の事業場の場合､確認票回答内容に基づいて入力する(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)

16 事業場連絡先(TEL) 13 半文 備忘として入力することができる

17 事業場連絡先(FAX) 13 半文

18 担当者所属 10 全文

19 担当者役職 ー0 全文

20 担当者氏名 31 全文

21 自由入力欄 255 全文

22 郵便番号事業場所在 255 全文 事業場公表の確認票印刷の際､出力される宛名 -

也 リストに出力される宛名○なお､入力がない場合には､現在の事業場の事業場所在地､事業場名が印字される○

※ 事業場番号は､ツールにて自動発番される番号のため､入力を要しない｡

<ボタン>

登録 事業場情報を新規登録するo
登録済みの事業場管理簿情報の修正を行うo

キャンセル [登録]ボタンクリックにより､ボタン表示されるo
登録を中止する場合にクリックし､【登録]ボタンクリック前の画面に戻る
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3.3.4 処理経過簿画面_検索条件入力
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15 年月日 (至)(年号) 2 選択 実存日であることo
年月日 (至)(年) 2 半数

年月日 (至)(月) 2 半数

年月日 (至)(日) 2 半数

16 業務上外等 - 選択 -

17 業務外の理由 - 選択 -

18 医学的所見 - 選択 -

19 審査請求等の種別 - 選択 -

<ボタン>

1 検索 入力された検索キーで検索を行い､処理経過簿画面ー検索結果画面を表示する_

2 クリア 入力された検索キーをクリアする
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3.3.5 処理経過簿画面_検索結果

<処理概要>

(1)労災保険給付および特別遺族給付金の処理状況を表示する

･処理済み事案は､水色表示する

･請求年月日が､6カ月を経過している未処理事案は､黄色表示する

･請求年月日が､1年を経過している未処理事案は､赤色表示する

(2)一覧画面に表示されているデータを対象に ｢処理経過簿(労災法)｣あるいは ｢処理経過簿(救済法)｣

を印刷する

<出力仕様>

ステータス
未処理事案の場合 :未処理

処理済事案の場合 :処理済

申請番号

KK99999999形式

K:局番

9:00000001からの追番 (前ZERO埋め)

労働者氏名 (氏)

労働者氏名 (名)

最終ぱく露時の事業

場名

労働保険番号

NNNNNNNNNNN-999形式

N:基幹番号
999:枝番号 (前ZERO埋め)

業務上外等

特別加入
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ll 審査請求等 10 全文 -
12 業種 20 全文 -
13 死亡年月日 ll 半混 NNYY年MM月DD日形式
14 療養請求年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
15 休業請求年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
16 遺族請求年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
17 救済法請求年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
18 療養決定年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
19 休業決定年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
20 遺族決定年月日 10 半混 NNYY年MM月DD日形式
21 救済法決定年月日 10 半漉 NNYY年MM月DD日形式
<ボタン>

1 選択 処理経過簿 新規追加棒索結果画面へ遷移する

2 印刷 給付種別が労災法の場合､処理経過簿(労災法)を出力する
給付種別が救済法の場合､処理経過簿(救済法)を出力する

3 確定 変更前データを取得する○

4 変更データ出力 変更後データ (差分)を画面出力する ′
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3.3,6 事業場一覧画面
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10 事業場所在地市区郡 20 全文 -

ll 事業場所在地 100 全文 -

<ボタン>

1 検索 入力された検索キーで検索を行い､画面下段に検索結果を表示する

2 クリア 入力された検索キーをクリアする

3 選択 新規追加検索結果画面へ遷移する
新規追加検索結果画面より遷移した場合のみ､クリック可能となる

4 訂正 事業場管理簿へ遷移する
メニューより遷移した場合のみ､クリック可能となる

5 登録 事業場管理簿へ遷移する

新規追加検索結果画面より遷移した場合のみ､クリック可能となる

6 戻る メニューから遷移した場合､メニューへ遷移する
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3.4 操作説明

3.4.1 請求情報の登録

(1)新規追加検索結果画面の表示
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(2)請求情報の登録

ア 労災保険法 (労災法)にかかる請求の場合

-ソ-ー ● ㍗.T:

i入力し終わったらクリックする ミj

※ 登録時の確認画面については省略
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イ 石綿健康被害救済法 (救済法)にかかる請求の場合

署名･ (I)

栄触著始(J汁)I(+)

栄働者妊･ (暮)､

生年月日･ (I)

発症年月日 (I) -【【盲 目二"年[ 良 角 こ 一遍 Er 発症年豊島

事欠′斉法 事求種別 (■) p~_謁

(*1)二 二三ヨ こ二年 二 ≡

L■1)= 年 ~ -77月 /

二コヨ ロ 年 i'コ ヨ 丹こコ 8
し 辛 .:･_｣月 -_i_j日

二三ヨ月 三二詔 日

巧雄 芸巨 =Eil3 年 一二'h-,3月 こGjB

救済法の場合は必ず入力す

る

※ 登録時の確認画面については省略
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3.4.2 決定情報の登録

(1)新規追加検索結果画面の表示
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寒感.艶鰯継 垂郷 琴襲撃聯 弦測聯療転義廼殿.聯 準革無縫厳轡 準琴鮒 芸--一千一
を≡登榔棚 -宏 蓬妄elL強1RmO?袖39-:真宗中央
㈲---一一一-一一一.一一一一一一一一一一-.毒表毎4白＼
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(2)決定情報の登録

ア▲労災保険法 (労災法)にかかる決定 (業務上)の場合

l.▲l

きき輔綬--
洋‡ニト -申 轡ヨ野郎I1:琵き_BLF=さ=:3日 --警吏一二二 (,Lf/=3%.-.<=-=JP,.Ll.

育量竃;

S,

事業場情報の入力方法については､

3.4.3事業場情報の登録を参照

窯場不明 √ コ表 御 伽入

最終ぱく薄暗の樹圭､抄1)

ぱく亮作業.L 抄1)

1~.~､_ ■-I･ (●)

Tr∴~;LL-年｡_三幸.Fll二言~紬
こコ年二三ヨ月二三="3日
ヰ ~1~'/.月 二相

二コヨエコ年r_コヨ 月 =ヨ 巳
r【年⊂玉 子月 重コヨ 日

薫頭上外等 くさ) 震琴旦妄〕

鷺学的所見÷ (81)

ぱく発作芸開始年月 ttl)

ぱく亮作案終了年月 (書1)

作薫従事期間: (ll)rー ~年

烹した請合は､決脚 名く菜貢接)LI+3

入力し終わったらクリックする

喜う日】】7i;-,;I;≡喜う日】】7i;-,;I;≡

※ 登録時の確認画面については省略
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イ 労災保険法 (労災法)にかかる決定 (業務外)の場合

※ 登録時の確認画面については省略
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ウ 労災保険法 (労災法)にかかる取下げの場合

労災法､決定登録となっているか確認する

※ 登録時の確認画面については省略
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エ 労災保険法 (労災法)にかかる回送済みの場合

_労災法､決定登録となっているか確認する

i

･_5D
】:

i妄言

※ 登録時の確認画面については省略

34



オ 労災保険法 (労災法)にかかる審査請求等による業務外-業務上の場合

,_<書出斉法 要Ji青求愛線
労災法､決定登録となっているか確認する

事 業 場 情 報 の 入 力 方法については､

3.4.3 事 業 場 情 報 の登録を参照

青書塔甲月 'II二 一l蒜 特別加入

最終ぱく売時の薫廷 細り

最終はく売時の戟撞 くヰ1)

ぱく霜作業 桝 )

ミミ:鵬 ま翁島 (事) 防ぎを二二二二二二二二二二= 二323

誇櫓撃3 (+) 二一三ヨ
真言与だ-シJ (.) と二二一G3II二年ここG3月
鞘Ei こ二≡3m一年⊂二G3月

薫頭上外等 (令) 護琴蔓=蒜

(*1)の部分を入力する

悪書 準肝 て~+~ー】
Lー～ _【～ __一一__

冨｣{':32,' 完 E=憲実

仁一をヨこコ年こ_a

医学的所 見 ー ttl)

1ホ秀作薫開始年月 (tl)増和還茎獲 年

笹襲撃琴整準革担うこ_91至撃t,7至轡室i堅諜
増和還茎獲 年し還3月 / _一二一【

糾 )野 …ヨiSMO-_年1
(･り8 年 つJ~=lE

平成E:Tきた13年を=ぎ議月苔_⊆ヨH
=kJ行った十重辛い童給決違押迫は(楕偶)給付に信も泌

(叫) ー__5_lー】
ー小一仰ぎ言等(書4)一 一一山一山

た事案で､享薫場公表を行うもの二g.

不支給決定年月日

は修正しない

業務上に修正する

!｢'T首】

入力し､支給決定年

月日等を入力する

※ 登録時の確認画面については省略
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力 石綿健康被害救済法 (救済法)にかかる決定の場合
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3.4.3 事業場情報の登録

(1)事業場一覧画面の表示
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(2)事業場情報の登録

ア 事業場情報が既に登録済みだった場合

-x=義盛

号喜 佃岬
.ぱく静細事薫場名工.着船祉栄典右綿エ妻 .

牢固時弊. …幸亭如頼労卿ナト丁
薫積廃止年月l:
即)教務薫塩_こ 甲他甲章票対蛙右製品蝉車 .

選択した事 業 場 が 表 示 さ れ
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イ 事業場情報が未登録だった場合

任意の検索項目を入力し検索を行う
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ゴ番号｢~~～享窯場番号

- ∴ ∴ ェ､ …00000 1

新たに登録した事業場が表
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ウ 最終ぱく露時の事業場名と現在の事業場名が相違している場合

※ 現在の事業場は既に事業場管理簿に登録済みとして以下説明を行うため､現在の事業場が未登

録だった場合は前述 ｢イ 事業場情報が未登録だった場合｣に従って現在の事業場を登録してか

ら操作を行うこと｡

更寓
挙兵~~ 13000633
00000 1

隈会社労災石綿工藁 中央区
喜京彰中央区労炎1-1-1

現在の事業場名等を入力し検索を行うと､既に登録

署名､事業場名等が同一であるか確認し､同一の場合はグルー

プ番号を確認する

※事業場名等が同一でも､局署が異なっている場合は別事業場

として登録する必要がある

事業場一覧画面にて使用されていないゲル

-プ番号を確認する(グループ番号は局単



事業場一覧画面にて使用されていないグル

-プ番号を確認する(グループ番号は局単

42



グループ番号に先ほど調べた使用

されていないグループ番号を入力

ゲル｣̀プ番号.デー一幸薫塙番号
(現在の事業場のグループ番号がoo

00O以外で入力済みだった場合は

ここから)

盲服会社労災石持工案 中央区
有限会社労災石綿工害 意京捗中央区労災1-1-1

13101777777-00D 49
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グループ番号に現在の事業場と同

現在の事業場ではないのでチエツ
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現在の事業場として登録さ
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エ 現在の事業場名が既に公表した事業場から変更している場合で､かつ､当時の現在の事業場名

が既に公表した最終ぱく露事業場でもある場合

事 業 場 公 表 済

(有)労災産業 ××工場 (現 (育)労災産業○○工場)

グループ番号に既に公表した事業

現在の事業場のチェックが入って
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9 クループ番号,(辛)
)労炎産業x'x幸市),

事業場所在地市区郡

事業場所在地･tJrl

事美堀の主たる業種 亡羊)

事案卯 月く甥由)

の掌芸文ほ土石製品製遥芸一一一

石綿取扱い開始年月 (辛)

石綿耶鼓し僻了年月 (+)

石を瓢 嘲閤

現在の取払い捕,R (i)

1:p- ∴.･

篇己事項 (+)

グループ00044の前の｢現在の事業場｣

※ 現在の事業場名が既に公表した事業場から変更している場合でも､当時の現在の事業場名が既

に公表した最終ぱく露事業場ではない場合は､単に現在の事業場の事業場名を修正して差し支えな

い<例 ｢(有)労災産業00工場｣- (有)労災産業××事務所>｡
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オ 事業場不明の場合

事業場不明に該当する場合は事業
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3.4.4 未処理事案の把握

(1)処理経過簿画面_検索条件入力の表示

労災法､救済法のどちらかを

選択する
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4章 請求決定状況の精査

精査方法についてはあらためて提示することとする｡
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5章 認定者別リストの作成

5.1 業務流れ図

漣

認定者別リストの確認

3宗情報の修正



5.2 事業場公表に係る画面遷移図
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5.3 画面 Ⅰ帳票説明

5.3.1 認定者別データ処理選択画面



5.3.2 認定者別リス ト

Ol1 23 4 5 6 7 8 9

-?莱塙連香 集計用クルーラ香号 認定者逮香 局尊早 署名 労触者氏名 義絶はく尾作業当時の事業場名 労勧保P鼻番号

厩公表情報 特別加入 事業場不明 当時の買穫(コード) 掛 ん‥O.中皮腰 1号鮎 轟 男■監性石棚 *=O.ぴまん性胸臆肥厚:05対象疾病以外 99

氏坐義育顔 前知公表年度 中小事業主ニ1言値作業2海外ヨ X事業場不明:1 ※現在の分類に従って記載
01つち冗亡 02ちち冗亡 03 ちち冗亡 04ちち冗亡 05つち冗亡 99ラち冗亡010203 04 05 99

当該事業壕での被災者の主
たる石紙ぱく完作業の渦流

※複数ある場合でも主たる作
業のみを入力

<出力仕様>

業務上としたものに

0事業場連番
1集計用グループ番

号

2認定者連番

3局番号
新規追加検索結果画面で入力した署名を表示

5労働者氏名 新規追加検索結果画面で入力した労働者氏名を表示

6最終ぱく露作業当
時の事業場名

新規追加検索結果画面の事業場情報で選択した最終ぱく露

事業場名を表示

7支給決定時の事業
場名

現在の事業場の事業場名 (最終ぱく露事業場が現在の事業

場と同一の場合を含む)を表示

8労働保険番号
NNNNNNNNNNN-999形式
N:基幹番号
999:枝番号 (前ZERO埋め)

9事業場所在地
現在の事業場の事業場所在地を表示

(最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)

lotl既公表情報]
既公表有無

新規追加検索結果画面の事業場情報で選択した最終ぱく露

事業場と同一のグループ番号の事業場に､公表済みの事業

場がある場合は､｢◎｣を表示

ll[既公表情報】
前回公表年度

新規追加検索結果画面の事業場情報で選択した最終ぱく露

事業場と同一のグループ番号の事業場に､公表済みの事業

場がある場合は､実近の公表対象年度を表示

12【既公表情報】
前回公表事業場名

新規追加検索結果画面の事業場情報で選択した最終ぱく露

事業場と同一のグループ番号の事業場に､公表済みの事業

場がある場合は､実近の公表した事業場名を表示
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14 13[特別加入]中小事業主:1-人親方､特定作莱:2海外:3 1 半数 新規追加検索結果画面の特別加入欄で入力した内容を表示

15 14[事業場不明] 1 半数 新規追加検索結果画面の事業場不明欄で入力した内容を表
※事業場不明 :1 示

16 15[当時の業種(コー ド)】※現在の分類に従って記載 2 半数 新規追加検索結果画面の事業場情報で選択した最終ぱく露

事業場の業種コード(事業の種類の番号)､事業場不明の場

合は､新規追加検索結果画面で選択した業種コードを表示

17 16,18,20,22,24,26[認定件数(コード別)肺がん:01中皮腫ニ02石綿肺:03良性石綿胸水:04ぴまん性胸膜肥 1 半数 新規追加検索結果画面で入力した凍定時疾病名に該当する

厚:05 疾病コード欄に"1"を表示

対象疾病以外:99] 死亡している場合は､該当する疾病コード欄の右隣のうち

〈労災法(当年度)〉該当疾病コード 死亡欄に"1"を表示

18 17,19,21,23,25,27【認定件数(コード別)]く労災法(当年度)〉うち死亡 1 半数

19 28,29,30,31,32,33【認定件数(コード別)肺がん:01中皮腰:02石縮肺:03 1 半数 新規追加検索結果画面で入力した決定時疾病名に該当する

･良性石綿胸水:04ぴまん性胸膜肥厚:05対象疾病以外:99]く救済法(当年度)〉該当疾病コー ド 疾病コード欄に"1''を表示

20 34当該事業場での被災者の主たる石綿暴露作業の状況 5 半文 新規追加検索結果画面のぱく露作業欄で入力した内容を表
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5.4 操作説明

5.4.1 認定者別リストの作成
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データを再集計して認定者別リストの

前回集計したデータで認定者別リストの

望招讃 早dL=◆Ⅰ ■irI一㍗ りtt 享 ㍗ ㌧

i_一黒 i辛1i( 一l■一一 tや■■■叫 - - 衣!替繋 +ul■泣軸 一､.～Jt-- 等 % -A-L等 章執 字号浸 _き教 鞭 ..::..i妄戎･許諾 き圭!-_7哨 州
上=丁.T71
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- --
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-- 糊

-

- ヤl■'『チ -

- 糊
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5.4.2 事業場のグループ化

グループ化にあたっては同一の事業場の把握が重要であることから､事業場一覧画面の検索機能

および､公表済みの ｢石綿ぱく露作業による労災認定等事業場一覧表｣を活用することで､同一の

事業場の把握に努めること｡

(1)グループ化する事業場の例

グループ化する際は､｢現在の事業場｣からグループ番号を入力し､｢現在の事業場｣以外の事

業場については､グループ番号を入力するとともに､r現在d)事業場｣欄のチェックを外すこと(グ

ループ中に ｢現在の事業場｣がないと登録できないため)

ア 公表対象の最終ぱく露事業場名とは異なった名称で公表されているもの

事 業 場 公 表 済

｢(育)労災産業××工場｣および｢(有)労災産業××事務所｣の事業場情報に､事業場管理簿画面

にて共通のグループ番号を登錬するo｢(育)労災産業××工場｣の｢現在の事業場｣欄のチェックを
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イ 吸収 一合併等により､現在､同一の事業場となっているもの

≡ ･ ≡ - ≡

報に､事業場管理簿画面にて共通のグループ番号を登録するO｢(有)労災工業△△工場｣および

ウ 単なる名称変更､事業の承継等により､事業場名が変更となっているもの

｢(育)労災産業××工場｣および｢(秩)労災工業××工場｣の事業場情報に､事業場管理簿画面に

て共通ののグループ番号を登録するo｢(育)労災産業××工場｣の｢現在の事業場｣欄のチェックを
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(2)グループ化しない事業場の例

ア 事業場名が同じであるが､管轄署が異なる､所在地が異なるなどにより､別事業場であるもの

(育)労災工業

第一営業所

イ 事業場廃止しているが法人(債権債務を継承している名称が異なる法人を含む｡)は存在している

｢(有)労災産業××工場｣の事業場情報に以下の内容を入力するo

｢法人名｣欄:(育)労災産業

｢現在の取扱い状況｣欄:事業場廃止
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5･4･.3 情報の修正

認定者別リストの出力内容に誤りが発見された場合は､5,3.2 認定音別リストの ｢項目｣欄およ

び ｢出力仕様｣欄にて､認定者別リストに出力されている内容の入力元を確認し､該当する修正項目の入

力元にて修正入力を行うこと｡
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6章 事業場別リストの作成

6.1 業務流れ図

a
事業場別リストの確認

8.1.5 署マスタの変更

(確認票表示項目)

a



6_2 画面 ･帳票説明

6.2.1 事業場別データ作成画面
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6.2.2 事業場別リス ト

平成 年度 事業場別リスト (

lO建設莱.+ l t集汁用クループ香■■ 2辛莱塙逮* l3局育早 l 4署名 l 5公表専業塙名 l 6事業塙所在地 71 8 1 9筏公表†!絹 10 ll石綿はく霜作業コード
既坐表香顔 公髪軍産 No.tNo5No2N86NoaN○.7NoANo8

l 48 Id9事業場としての 50現在の石綿取扱い状況 51今寺記 事 頂 l52事業塙廃止確認 l53事業場へ

石綿取扱い期間 の接触可否接地できriい壌合:1耗事業場廃止でも､苛置 屋

労災法時 計) 使用間始時期 使用柊了時期

01 う うち oち 03 ラち 0つち 05 ラち 99 ラち 01 02 03 04 05 99 01 ラち 02 ラち 0a つち 04 ラち 05 ラち 99 ラち 0I 02 0a 04 05 99 昭和.辛 昭和.守 取扱いtiL取扱いあリ jii事業場廃止
死亡 2冗亡 拷亡 J3冗亡 秤亡 冗亡 冗亡 死亡 釈亡 冗亡 冗亡 死亡 成_辛_局 求_辛_月 事業場廃止 の場合1 る場合は.一斉入ナー

<出力仕様>

認定者別リストで出力された認定者のうち､第2取得別加入者を除いた事業場について表示する

0建設業*

1集計用グループ番
号

2事業場連番
3局番号

5公表事業場名

認定者別リス トに表示された最終ぱく露作業当時の事業場

名を表示するO

なお､異なる現在の事業場が存在する場合は上記名称に加

え､｢(現 00)｣､事業場は廃止されたが法人のみ存続し
ている場合は ｢(00)｣のように表示する

6事業場所在地 認定者別リストに表示された事業場所在地を表示する

7[既公表情報】
既公表有無

当該最終ぱく露事業場と同一のグループ番号の事業場に､

公表済みの事業場がある場合は､｢◎｣を表示する

8[既公表情報]
前回公表年度

当該最終ぱく露事業場と同一のグループ番号の事業場に､

公表済みの事業場がある場合は､実近の公表対象年度を表

示する

9[既公表情報]
前回公表事業場名

当該最終ぱく露事業場と同一のグループ番号の事業場に､

公表済みの事業場がある場合は､実近の公表した事業場名

を表示する

10石綿ぱく露作業
状況

日 石綿ぱく露作業
コー ド

認定者別リス トに表示された､石綿ぱく露作業の状況 (コ

ー ド)について表示する

公表済みの事業場がある場合は､それらに係る内容につい

ても併せて表示する

なお､該当するコー ドが10個以上ある場合は､10を超
えたコー ドについては表示されない｡
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13 12,14,16,18,20,22[認定件数(コード別)肺がん:01中皮腰:02石縮肺:03良性石綿胸水:04 半数 認定者別リストに表示された､決定時疾病名に該当する疾

ぴまん性胸膜肥 病コー ド欄を､最終ぱく露事業場 (事業場番号)単位で合

厚:05 算した件数を表示

対象疾病以外:99】 死亡している場合は､該当する疾病コ｢ド欄の右隣のうち

く労災法(当年度)〉該当疾病コード 死亡欄に合算した件数を表示

14 13,15,17,19,21,23[認定件数(コード別)】〈労災法く当年度)〉うち死亡 半数

15 24,25,26,27,28,29[認定件数(コード別)肺がん:01中皮腰:02石綿肺:03良性石綿胸水:04びまん性胸膜肥厚:05対象疾病以外:99]く救済法(当年度)〉該当疾病コード 半数 認定者別リストに表示された､決定時疾病名に該当する疾

病コード欄を､最終ぱく露事業場 (事業場番号)単位で合

算した件数を表示

16 30,32,34,36,38,40[認定件数(コード別)肺がん:01中皮腰:02石綿肺:03 1 半数 認定者別リストに表示された､決定時疾病名に該当する疾
良性石綿胸水:04 病コード欄､および､公表済みの事業場とグループ化され

ぴまん性胸膜肥 ている場合は､それらに係る内容についても併せて､最終

厚:05対象疾病以外:99] ぱく露事業場 (事業場番号)単位で合算した件数を表示

く労災法(累計)〉 死亡している場合は､該当する疾病コード欄の右隣のうち

該当疾病コード 死亡欄に合算した件数を表示｣
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18 42,43,44,45,46,47[認定件数(コード別)肺がん:01中皮腰:02 1 半数 認定者別リストに表示された､決定時疾病名に該当する疾
石縮肺:03 病コエ ド欄､および､公表済みの事業場とグループ化され

良性石綿胸水:04 ている場合は､それらに係る内容についても併せて､最終

ぴまん性胸膜肥厚:05対象疾病以外:99]〈救済法(累計)〉該当疾病コード ぱく霧事業場 (事業場番号)単位で合算した件数を表示

19 [事業場としての石綿取扱い期間】 10 全文 公表済みの事業場とグループ化されている場合は､公表済

使用開始時期昭和 .平成一年_月 みの内容について表示する

20 [事業場としての石綿取扱い期間】 10 全文 公表済みの事業場とグループ化されている場合は､公表済

使用終了時期昭和 .平成_年二月 みの内容について表示する

21 [現在の石綿取扱い状況】取扱いなし 4 半数 公表済みの事業場とグループ化されている場合は､公表済

取扱いあり事業場廃止その他 みの内容について表示する

22 特記事項 100 全文 公表済みの事業場とグループ化されている場合は､公表済

みの内容について表示する

23 [事業場廃止確認] 100 全文 現在の事業場の (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一※事業場廃止の場 の場合を含む)現在の取扱い状況が事業場廃止の場合､表

令:1 示する

24 [事業場への接触可否】接触できない場合:1※事業場廃止でも､承認等により接触できる場合は､1を入力 3 . 半分 事業場公表画面にて ｢事業場への接触可否｣欄に ｢否｣が

66



6.2.3

ア 確認票 (建設業以外)

労働責準監管署 空理番号
担当

TEL

FAX

公蓋予定内容確認票

1 事業噂名冗()さきがある場合は､現在の事業場名

事業場所在地

1(7) 事業場としての石持取扱い粥闇 使用闇は時期
任用終了時期

1(イ) 現在の石綿取蛸い状況

ウ 千成辛度 労災法(うち死亡) 特別遺族指付金 千成年度までのA三十 労災法(うち死t) 特別遺族指付会支指決定件数(※平成ウ0年度の良性石綿胸水およびぴまん性胸膜肥厚については､平成19年度以南に喜空定した件数も含む) 肺がん ( ) ( )

中皮睡 ( ) ( )

石綿肺 - ( - ) - ( - )

良性石綿胸水 ( ) ( )

ぴまん性陶隈肥厚 ( ) ( )

3 石綿ぼく東作業

4 持喜己事項 甘純劃公益した持喜己事項付記すべき事項が l事糞塊での石綿取投いなし(盟-6を除く.)

巳 出張作業であり事業場内での取扱いなし

3 __- - ー - - _- - __構内での作業

4出張作業での闇接Iまく面

5造船所内での聞損lまく歯

あれば該当するものにOをつけ菖己入 6工事琉鳩で0)闇掩lまく東

してくだ乱 1. 7__〟 - 辛__- - 月に__一 一 - - ヘ静托

8 __- - 年__一 一 月に事業場廃止

9 他の事業場での作業磨あり

10l-g以外で特に記入すべき事項があれは記入してくだ乱1.

(確認用項目欄)

5 前【司公差晴の事業場名

6 同一の事窯場として決定件数を累計する事業場名

(事業場担当主任者) 所属

役職 氏名

連絡先 所在地
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イ 確認票 (建設業)

労働塞準監菅署 監理番号
担当

TE.L l 媒試案 l
FAX

公表予定内容確認票

ー 事業場名※()書きがある場合は､硯箱の事業場名

事業場所在地

2 辛成辛度 労災法(Sも死t) 特別遺族組付金 辛成辛度までの累三十 労災法(Sも死亡) 特別遺族指付金支給決定件数(※平成仝⊂年度の良性石持脱水およびびまん性陶隈肥厚については､平成19年度以鮪に認定した件数も含む) 肺がん

( ) ( )

中皮陸 ( ) ( )

石綿肺 - ( - ) - ( - )

良性石綿胸水 ( ) ( )

びまん性陶隈肥厚 ( ) ( )

3 石き削まく面作業

4 特記事項 前匝ー公毒した持記事項

付記すべき事項があれは該当するも ア 出張作業であり事業境内での取拐Llなし

イ 建設現場における闇接ぱく面て覇.り直接石綿を取1謡う作業なし .

ラ _- - 一年_- - J に_- - - - _ヘ静を≡

エ - - __*ー - _J に事窯場廃止

オ 佃の事業場での作業歴あり

0)I=0をつけ喜己大してくだ乱1. 力 ア-オ以外で矧 =記入すべき事Ⅰ軸iあれはき己入LJr<ださい.

※建設業に係る事業場名等o)公嘉にあf=つては､｢事業場の所在地倖 鞘所)と異なる鳩
所(現場)で石綿作業がf.7Lわれており､公嘉対象となった事業場の所在地は石綿o)飛散o)
おそれo)ない場所である.まf=建設労価者の争くは事業場を幸三やとしながら争数の建設
現場で統労するなかで百綿作業に従事しているj旨を記載する予定です.

(確認用項E]槻)

5 肘回公義時の事業場名

6 ･ 同一の事業蟻として決定件数を果汁する事糞墳名

挿 莞境担当主任者) 所属

役職 丘宅

連絡先 所在地

TEL FAX
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<出力仕様>

事業場別リストに表示されている事業場について､作成される

1 整理番号 10 半数 YYYYKKNNNN
Y:対象年度､K:局番号､N:連番

2 署名 20 全文 事業場の属する署名を表示する

3 担当 30 全文 . 署マスタの担当者を表示する

4 TEL 12 半数 署マスタのTELを表示する

5 FAX 12 半数 署マスタのFAXを表示する

6 事業場名※()書きがある場合は､現在の事業場名 100 全文 事業場別リストの公表事業場名を表示する

7 事業場所在地 120 全文 事業場別リストの事業場所在地を表示する

8 [事業場としての石 10 全文 事業場別リストの[事業場としての石綿取扱い期間]綿取り扱い期間] 使用開始時期を表示する

使用開始時期 ※建設業については項目なし

9 [事業場としての石 10 全文 事業場別リストの[事業場としての石綿取扱い期間]綿取り扱い期間] 使用終了時期を表示する

使用終了時期 ※建設業については項目なし

10 現在の石綿取扱い状 5 全文 事業場別リストの [現在の石綿取扱い状況]を表示する
況 ※建設業については項目なし

ll 支給決定件数 半数 事業場別リストの[認定件数(コー ド別)肺がん:01中皮
腫:02石綿肺:03良性石綿胸水:04ぴまん性胸膜肥厚:05
対象疾病以外:99]について､労災法 (当年度)救済法 (当

年度)､労災法 (累計)､救済法 (累計)の件数をそれぞれ

表示する

25 石綿ぱく露作業 200 全文 事業場別リストの石綿ぱく霧作業状況を表示するなお､コードが10個以上ある場合については､表示され

ないぱく露作業について､手書きにて追記すること○

26 [特記事項]前回公表した特記事項 255 全文 事業場別リストの特記事項を表示する

27 (確認用項目欄)前回公表時の事業場名 100 全文 事業場別リストの [既公表情報]繭回公表事業場名を表示

する

28 (確認用項目欄) 100 全文 公表済みの事業場とグループ化されている場合は､公表済
同一の事業場として みの最終ぱく露事業場名を表示する

決定件数を累計する なお､グループ化されている現在の事業場については､公
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6.2.4 宛名リスト

<出力仕様>

確認票を出力した事業場について表示する

ラベルはA-ONE株式会社 品番28382(20シート)､28362(100シー ト)､28642(5
00シート)を標準としている
なお､現在の事業場として登録している事業場所在地､事業場名が､実際の宛先と相違している場合は､宛

名ラベル用の郵便番号事業場所在地､事業場名に入力を行うこと

事業場所在地 事業場別リストの事業場所在地を表示する

事業場名 現在の事業場名を表示する
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6.3 操作説明

6,3.1 事業場別リス トの作成

(1)事業場公表画面の表示

公表対象年度を入力する

※ 事業場別リストには認定者別リストの内容を元に作成される項目があるため､

認定者別リストの内容に影響がある修正を行った場合は､事業場別リストを作成す

る前に､認定者別リストの新規作成を行って､認定者別リストの再集計を行うこと
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(2)事業場別リストの作成

データを再集計して事業場別リストの

前回集計したデータで事業場別リストの

→ ､

蓑魂済 ~

iIチi≡Ii 叫▼● - - 響王…11 淋i 最遠

Jt-●■ニー■ーI◆ -こ: -
一一榔仙川 IiiIiき.I守 a ヾ- - -

- - )ミ14⊥
I+ - ■■■.-+ I- I■l

- - -

- - Jr,.JT
- 叫 -

- - -- - -- - -- - -- -
- --

- - -

- q -

- - -

r/lrペー-7 i巨 二浪::,薮や渡漁_鰍.i;二:_
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(3)確認票 ･宛名リストの作成

恋槻こ,｢【一一一 謹言接･安着も二_仙蒜プルづ着賢
E二=一一一一一一_コ芸i事墓場への手強可否

公表対象年度を入力する

※ 確認票は事業場別リストの内容を元に作成されるため､事業場別リスト

の内容に影響がある修正を行った場合は､確認票を作成する前に､事業場

別リストの新規作成を行って､事業場別リストの再集計を行うこと

不明
00000000㈱

移行時不明
××××××㈲

確認票が新規または公表済み､建設業以外また

は建設業の4通りと､宛名ラベルが出力される
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6.3.2 情報の修正

事業場別リストおよび確認票の出力内容に誤りが発見された場合は､6.2.2 事業場別リスト､お

よび､6.2.3 確認票の ｢項目｣欄および ｢出力仕様｣欄にて､出力されている内容の入力元を確認

し､該当する修正項目の入力元にて修正入力を行うこと｡
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7章 確認票回答内容の登録

7.1 業務流れ図

確認票回答の受理

a
確認票回答内容の確認

凸

ヲ二…呑∴ 香車堰※…ミS字.‥事莱場ヽ‥甲}スS字.‥事莱場ヽ‥甲}ス



7.2 画面 ･帳票説明

7.2.1 事業場公表画面

こ二二〕義一輝Lを月こ揃日

確空軍状況･ 連星蓬莱

公表槻 年度 に一二二二還 E3

薫場への績披可否㌻署名ヱ
二二二=遥 F==

<処理概要>

入力した公表対象年度に係る認定者別リスト､事業場別リスト､および､事業場公表リストの各作成画面に遷
移する

入力した公表対象年度に係る確認票､宛名リスト､および､事業場不明リストを作成する

作成した確認票内容を検索､回答内容を入力する

※ リスト同士のデータ参照があるため､データ修正を行った際には､認定者別作成>事業場別作成>確認票
印刷､事業場不明印刷､事業場公表印刷の順番でデータを ｢新規作成｣すること

<入力仕様>(検索)

公表対象年度

確認票状況

チェック 必須入力 (デフォルトはチェックなし:建設業以外)
整理番号

回答内容

公表有無

事業場への接触可否

グループ番号

<入力仕様>(確認票回答結果入力)

回答年月日(年号)

回答年月日(年)

回答年月日(月)

確認票回答結果を受理した日付を入力する
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回答年月日(日) - 選択/辛敬

2 回答内容 選択 確認票回答結果に従って下記の中から選択する

1 事業場不明

2 回答拒否

3 回答あり

事業場不明により事業場公表の対象としない場合は､事業場

管理簿画面より事業場不明 (理由)についても必ず入力する
こと

3 公表有無 - .,選択 事業場不明により事業場公表の対象としない場合は､無を入

力すること

4 事業場-の接触可否 - 選択 事業場への接触可否について入力すること

5 申立て理由 200 全文 事業場不明により事業場公表の対象としない場合は､事業場
からの申立ての内容及び判断の根拠を入力すること

<出力仕様> (検索結果)

1 公表対象年度 4 半文 -

2 建設業 - チェック 必須入力 (デフォルトはチェックなし:建設業以外)

3 整理番号 10 半文 -

4 確認票状況 - 選択 -

5 送付年月日 12 全文 NNYY年MM月DD日
NN:年号､YY:年､MM:月､DD:日

6 回答年月日(年号) - 選択

回答年月日(年) 2 半数

回答年月日(月) - 選択/半敬

回答年月日(日) - 選択/辛敬

7 回答内容 - 選択 -

8 公表の有無 - 選択 -

9 事業場への接触可否 - 選択 -

10 申立て理由 200 全文 -

ll 署名 40 全文 -

12 事業場番号 8 半数 -

13 グループ番号 6 半数 -

14 事業場名 100 全文 -

<ボタン>

1 検索 入力された検索キーで検索を行い､新規追加検索結果画面を表示する

2 クリア 入力された検索キ-をクリアする

3 更新 事業場公表情報を更新する (検索結果表示時)

4 印刷 確認票の印刷プレビューを表示する (検索結果表示時)

5 認定者別作成 認定者別データ処理選択画面を表示する

6 事業場別作成 事業場別データ作成画面を表示する

7 確認票印刷 確認黒く建設業 :新規/既公表､建設業以外 :新規/既公表)の印刷プレビューを

表示する

8 事業場不明印 刷 事業場不明リストの印刷プレビューを表示する

9 事業場公表印 刷 事業場公表リスト処理選択画面を表示する
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7.2.2 事業場公表リスト処理選択
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7.2.3 事業場不明リスト

1/1ページ 授

<処理概要>

ボタンクリックで事業場不明リストを出力する

データの集計は事業場別リストを作成した際に行われる

<出力仕様>

柿

事業場名 最終ぱく露事業場名

判断理由
事業場管理簿の事業場不明 (理由)欄の入力内容について

表示する
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7.2.4 事業場公表リスト

■ミ 見ろ Tも 心書■■tも ■■■■古◆ 瑚 Lld nEI糊. GN九九加TIl 如 Q}JIJh+… ㈱

廿bfん 中平 盲NLbl■★ LPflJI■■糾 ■〇一 +tで Jfがん 中見Ft IJL ILm

石■珊 圭亡よ毒克臭i主等事主号-Ji*(事2*)

港 詣m Tft･,vJ{･7.1忘主群 .t.A,T品JiTJ.tLT.:I.T･E･!･三･だ t･- - ･- 1 ..t

■書棚 元YTEe
pJr }( .__,..7.1.C.

<処理概要>
事業場別リストから､事業場不明 (理由)欄が入力されている事業場を除いた､事業場公表画面の公表有無

欄が ｢有｣の事業場を対象に表示する
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<出力仕様>

1 番号 5 半数 連番

2 局名 20 全文 -

3 署名 40 全文 事業場別リス トの署名を表示する

4 事業場名 100 全文 事業場別リス トの公表事業場名を表示する

5 事業場所在地 100 全文 事業場別リス トの事業場所在地を表示する

6 石綿ぱく露作業状況 100 全文 事業場別リス トの石綿ぱく露作業状況を表示する

7 [当年度][労災保険法支給決定件数(ラち死亡)][救済法支給決定件数]肺がん中皮腰石綿肺良性石綿胸水ぴまん性胸膜肥厚 半数 事業場別リス トに表示された認定件数 (当年度)の件数を

表示する

8 [石綿取扱い期間] 10 全文 現在の事業場の (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一
年から の場合を含む)石綿取扱い開始年月を表示

9 【石綿取扱い期間] 10 全文 現在の事業場の (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一
年まで の場合を含む)石綿取扱い終了年月を表示

10 現在の取扱い状況 50 全文 現在の事業場の (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一
の場合を含む)現在の取扱い状況を表示

ll 特記事項 255 全文 現在の事業場の (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一
の場合を含む)特記事項を表示

12 【累計][労災保険法支給決定件数(うち死亡)][救済法支給決定件数]肺がん中皮腰石綿肺良性石綿胸水ぴまん性胸膜肥厚 半数 事業場別リス トに表示された認定件数 (累計)の件数を表
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7.3 操作説明

7.3.1 確認票回答内容の登録

(1)事業場公表画面の表示

82



(2)確認票回答内容の登録

ア 回答を受理し訂正がない場合

回答内容 : 回 答あり

公表の有無 : 有
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イ 確認票を受理し訂正がある場合 (事業場不明以外)

6.2.3 確認票の ｢項目｣欄および ｢出力仕様｣欄にて､出力されている内容の入力元を確認

し､該当する修正項目の入力元にて修正入力を行うこと｡ただし [事業場としての石綿取扱期間]使

用開始時期､[事業場としての石綿取扱期間]使用終了時期､現在の石綿取扱い状況､および､特記事

項については､現在の事業場 (最終ぱく露事業場が現在の事業場と同一の場合を含む)の事業場管理

簿の各項目にて修正入力すること｡

ウ 事業場不明の場合
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回答内容 : 事業場不明

公表の有無 : 無
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エ 事業場廃止等により事業場の連絡先が不明なため確認票を送付できない場合

回 答 内 容 : 事 業 場 不 明

公 表 の 有 無 : 育

86



7.3.2 事業場公表リストの作成
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7.3.3 事業場不明リストの作成
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8章 その他

8.1 操作説明

8.1.1 マクロの有効化

本ツールを使用するにはマクロを有効にする必要があります｡

以下にその手順を示しますOなお､ツールを ｢信頼できる場所｣に置くことで､セキュリティの警告を

表示させなくする方法もありますが､セキュリティ上の問題があるため､ここでは手順を示しません｡
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Vt3FIマクロ
弧 絡茂は問奄鼓す可鮒のあるコガン淵含まれmD､劫Df州

7-.て･.-∴ :!‥ ･､●-JI lL.∴
立地ili
77イJWバ井撫SD2600]0023u洩する栄典だ定基準及てプ統計処ヨ王ツールmdb

｢このコンテンツを有効にす

る｣を選択し､[OK]をクリッ

クする

90



8.1.2 年度マスタの変更

事業場公表作業を行うにあたって､はじめに年度マスタの変更を行う必要があります｡年度マスタは公

表対象年度を管理していますO

変更は本省からの指示に従って行います｡
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8.1.3 修正履歴機能

(1)処理経過簿の修正履歴の取得
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(2)処理経過簿の修正履歴の表示
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修正前の処理経過簿の内容(変更前後区分- ò')と修正後の処理経過簿の内容
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8.1.4 認定者別､事業場別および事業場公表各リストのエクセル出力方法

各リストの内容について､エクセルを利用して確認したい場合は､以下の手順にて行います｡

妻保存済みのエクスポ-ト操作ボタンをクリックする

~華幕

;.義

石矧こ関する労災認定等情報及び鼓計処理ツール ～..∴磨.う
タター詔⊆仙 -

態 締松剣スト工他励 漂漂課去浩."7-"I,.I:,,紙､ -+

一芸三菱環 .in者帥スLI地雌わ ノPj召謝似トJkx

ミ′三≡三菱礁 説敬i喜郎は,;こTf.,.,;似て鵜hg∃)

‡ 出力したいリス トを選ぶ J ∴:--±
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際
-

I).～r:さ工叫p挿下車凍醸表毎埠頓滞樹恭敬箪票二芸若手三≡
穴熊….Lilj1L拭'.二.rnこ::8g:ミ…ン払ミi.さ埜fi-;き~.二分

;罷 皇望郷批紬iW7 漂禦警覧三T.㌧即1,I.r::I.ゝj

MICーt)Stl"Q暮i抽‥iJ輔盛衰妻転 義

l l

芸 ＼ 巨 リツクする l
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8,1.5 署マスタの変更

署マスタでは､署番号 (労災システムと共通)､署名､および､確認票に印字される署情報 (担当､TEL､

FAX)を管理しています｡変更にあたっては､確認票に印字される署情報については､適宜行って差し支え

ありませんが､署番号および署名の変更については､本省に確認したうえで行います｡

-▲:■■ u

･鞍 3.4T36
花川

7 モー=

J9 i-fI忠 魂 ~写741
ー舶

12 名寄温知 宏 ~~ 卓二1
冒 萌 I"乏
4 打 一一■一一一一一一一丁一一で 一一1
5 河

7 苫 小 牧 -373
8 ,嘩革青慕 p 9n

1

j5 -毒口 ~Ti2
･-.- -2

12 t去t 一首1
3 巻 チ

8 二戸 宍

づ占3

i 禾河環B蜂 02宴0228-38
1 tt) 8-86
～3 岩代六鱈 qJ85-5㌢-616｢42-4C

署番号および署名は修正を

要する場合は本省に確認し

確認票に印時される署情報
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8.1,6 データベースの最適化

ファイルサイズが小さくなり､動作がスムーズになります｡

また､データベースが何かおかしな状態に陥ってしまった場合には､一度当該機能を実施してみます｡
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